
ダイナミックな空中配送



緊急時 山岳地帯 海上

応用シナリオ



DJI FlyCart 30が商品をお届けします。強力な信号

と情報機能を備えた長距離、重量リフターである

DJI FlyCart 30は、カーゴモード（荷台）とウィン

チモード（吊り下げ）を搭載し、従来の物流の限界

を超えて、安全で経済的、効率的でダイナミックな

航空輸送ソリューションを提供します。



積載重量 距離 速度

最大積載量

・デュアルバッテリー 30 kg

・シングルバッテリー：40 kg

最大輸送距離 速度

・荷物なし（デュアルバッテリー）： 28 km

・満載時（デュアルバッテリー） 16 km

・最大飛行速度： 20 m/s

・巡航速度： 15 m/s



・最大飛行高度：6,000 m

・動作温度： - 20° C ～ 45° C 

・保護等級IP55

・最大風速耐性：12 m/s 

DJI FlyCart 30は、過酷な高度や天候条件下での
24時間運用に耐えることができます。

全天候型パフォーマンス



安全・信頼の配送
離陸から着陸までの安全を確保。

◆代替着陸地点（ランディング・サイト）設定

DJI FlyCart 30では、緊急時に安全着陸できるよう、複数の

代替着陸地点を設定することができます。

バッテリー残量が少なくなるとインテリジェン

ト着陸になります：

航空機の代替着陸地点を選択できます

制御不能時の着陸：

最も近い代替着陸地点まで飛行し着陸します。

オーバーヒートによる着陸：

最も近い代替着陸地点まで飛行し着陸します。



緊急時、内蔵パラシュートは最低高度60mで開傘、満載時でも

6m/sで安定着地し、安全上のリスクや物的損失を軽減できます。

パラシュートの展開方法は、手動式、飛行制御式、パラシュート独

立式の3種類。

パラシュート展開前にプロペラの回転が停止し、ドローンの電源

が切れると、パラシュート展開中に音声と映像で警告が発せられま

す。

◆本体にパラシュート内蔵

安全・信頼の配送
離陸から着陸までの安全を確保。





• 前後位相配列レーダー

• デュアル双眼ビジョン

• 障害物回避のための有効飛行速度 ：<15 m/s (山岳障害物)

• 障害物感知距離：1.5～50m

• 安全距離 3.5 m

• 高度安定範囲 1.5～200 m

◆多方向インテリジェント障害物検知

◆有人航空機警告
• ADS-B信号受信機内蔵

• 最大15kmの感知距離

• DJI FlyCart 30は、航空機の高度、速度、方向、

乗員航空機からの距離に基づいて、早期の警報す

ることができます。

安全・信頼の配送

離陸から着陸までの安全を確保。



・最大容量70 L

・一般寸法 573 mm x 416 mm x 306 mm 

・アルミ合金フレーム内蔵EPP製カーゴボックス

・重量検知、重量表示、重量オーバー警告

・重心検知・表示、荷崩れ警告

カーゴ・モード （荷台）



最大積載重量：

40 kg（シングルバッテリー）

または30 kg（デュアルバッテリー）

最大速度： 0.8 m/s

最大ケーブル長：20 m

延長ケーブルとカウンターウェイトを装備

ウィンチモード（吊り下げ）



AR技術で配達場所を下の地面に投影

貨物が地面に触れると、ウインチのフックが

自動的に解除されます。

地面近くの貨物の安全を保護します。

複雑な操作を強化する
ウインチモード

• 手動および自動ケーブル降下モード

• 離陸前

このシステムは、ウインチのフックが所
定の位置にあり、ケーブルが正しい方向
に巻かれているかどうかを検知する。

• フライト中

積載量、デリバリーケーブルの長さ、
地上距離、スイング角度が表示されます。

• 荷降ろし中



• インテリジェント・スイング・コントロール

ブレーキング時にペイロードが大きな角

度で揺れることがあります。DJI 

FlyCart 30は、インテリジェントに姿勢

を調整して揺れをなくし、安定性を向上

させることができます。

• カット・ケーブル保護

吊り荷が木などに絡まった場合は、「ケーブル

切断」アイコンをタップしてケーブルを溶かし、

切断することで、航空機の安全を確保できます。

複雑な操作を強化するウインチモード



リモコンの信号が遮断された場

合、もう一方のリモコンが制御

を引き継ぎ、安全を確保します。

手動で制御を切り替え、信号の

連続性を確保。

ボタン1つで許可の移行やロッ

クが可能。

DJI RC Plus

安全性と操作性を向上さ
せるデュアル・オペレー
ター・モード



DJI Pilot 2
手元での簡易配達



高度情報：

レーダーから得られる高度情報をもとに、

リモートコントローラーは高度情報と機体

前方・下方の地表図を表示します。

これにより、地形の変化を視覚的に把握し、

危険を未然に防ぐことができます。

リアルタイム地形検知

インテリジェント・
アシストで作業効率を向上



FC30では、過去の飛行軌跡をたどってホームポイントに

戻ることができます。

航空機の現在地をスタート地点、離陸地点をRTH地点と

します。フライトウェイポイントをもとに最適なルート

を生成します。

バックトラックRTH

インテリジェント・
アシストで作業効率を向上



DJI DeliveryHub



・飛行状況をリアルタイムで表示

・ドローンのFPVカメラから

直接ライブビュー

・エラーアラートと通知

・マルチデバイスのタスク状況を通知

ワンストップ航空便
マネジメント



DJI C8000 インテリジェントバッテリーステーション

最大充電電力

①2回路入力7,200W 

② 1回路入力3,600W

室温での充電時間は0%から98%
（ACケーブル2本使用時）：

①単一バッテリーの充電時間：26.5分

②デュアルバッテリー充電時間 36.6分



経済的かつ効率的な山岳輸送

ソリューション

航空緊急輸送ネットワーク 高い対応力と環境に優しい輸送 多様なサードパーティ製
ペイロードとの統合



輸送材料：
消火用具、救助用具、点検用具などの工具類
生活用品、修理用アクセサリー

輸送の特徴：
離着陸地点が固定されておらず、目的地に到
達しにくく、手作業による補給輸送は不便で、
高い効率性と継続性が求められる。

ドローンによる供給
24時間365日、あらゆる地形や天候条件下での継
続的な輸送
インターネット接続が利用できない場合や視界が
悪い場合でも、正確な配送を実現緊急時の空中投
下

緊急物資輸送



インフラ資材の配送

輸送材料：

建材や太陽光発電パネルなど輸送の特徴： 離着陸地点が固定
されておらず、目的地への到達が困難で、高い費用対効果と
効率が求められる。

ドローンによる供給

あらゆる地形、高低差のあるシナリオ、短距離での連続輸送
が可能柔軟性、効率性、安全性に優れ、重い荷物にも対応

インフラ・デリバリー・ケース

DJI FlyCart 30が資材を運搬した。
1回の往復にかかった時間は13分で、積載量は30kgだった。
対照的に、人力による輸送には5時間かかり、1回あたりの積載量
は30～40kg、1日あたりの輸送量は合計60～80kgである。



海上輸送
従来の輸送手段では困難

コスト高：

・補給船、ヘリコプター、交通船は輸送頻度が低く、対応が遅い

・輸送が補給船やヘリコプターのスケジュールに依存しているため、緊急ニーズへの対応が難しい。



吊り下げ曳航物流 レベル3.5



物流概要
（山岳地テレメーター設備更新）

• 場 所：北海道帯広市（日高山脈国有林内）

• 日 時：2024/10/22（搬入）  10/28  2日間（搬出）

• 時 間：9:00~16:00

• 総重量：286kg x 2日間

• 輸送品：蓄電池、ソーラーパネル、アンテナ、他

• 輸送方法：吊り下げ曳航



準備機材
• DJI FlyCart30 本番機1機、予備機1機、計２機

• バッテリー 8セット（16本）

• C8000充電器2台

• 送信機（マスター、スレーブ）

• デジタル簡易業務用無線機（起点終点連絡用）

• インカム（起点側スタッフ連絡用）

• 発電機200V（CHAMPINE7000W1台、JESIMAIK5000W1台）

• DJI トランスミッションコンボ&15インチモニター（安全監視用）

• 吊り下げ治具（ロープ５m x 4本、オートリリースフックx3、スイベル、
荷揚用バケツ、フレコンバックx5、ラッシングベルトx4）



DJI トランスミッション 15インチモニター

レベル3.5確認用



輸送事前準備

1  現地調査（Mavic3Eにてオルソ取得）

2  飛行ルート作成（最善のルートを検討）

3  飛行試験（バッテリー残量など）

4  荷揚げ用梱包資材、治具試験

5  操縦、受け渡し、荷受け、緊急時着陸訓練

6  充電環境試験



1 現地調査

調査日：2024/7/16
使用機材：Mavic3E
起点側標高：459m
終点側標高：563m
高低差：104m
水平距離：2,716m
傾斜：2.6°

調査結果

オルソ作成
起点側

終点側



DJI DeliveryHub

巡航高度100m

巡航速度15m/s 
時速54km/h

予想バッテリー消費量 49%

飛行距離 2769m

予想飛行時間 4:01

2 飛行ルート作成

https://www.dji.com/jp/delivery-hub


スイベル

オートリリースフック

5 荷揚げ用治具

スイベル耐荷重：30kN

オートリリースフック耐荷重：2kN
MAX40kgとして安全係数5



• 起点側輸送ベース準備 受取班終点側移動開始

• 受取班終点側到着

• FC30にて空荷による試験飛行（電波感度、受け渡しポイント確認）

• 輸送開始（5回）

• 昼食

• 輸送開始（7回）

• 輸送終了

• 受取班移動開始 起点側片付け

• 業務終了

人員・配置

起点側
オペレーター1、補助者1、荷揚げ作業員2、通信係1
終点側
オペレーター1、補助者1、荷揚げ作業員2、通信係1
記録1、現場作業員3、ハンター2

輸送計画



輸送計画詳細

現場運送資材  輸送計画  

※バッテリー8 セット（16 個）運用 
※バッテリー充電時間 50 分（2 個） 

 工 事 名 ： *＊＊＊＊装置製造及び据付調整  

 発 生 箇 所 ピリガペタヌ雨量 1 日目往路  

日数 回数 BATT 開始時間 品  名 品 質 ・ 規 格 数 量 
重量 
(kg) 

合計重量 
(kg) 

備   考 

1 

日

目 

 8:00＊＊＊＊集合 8：15＊＊＊＊＊＊到着 8:30＊＊＊＊＊＊へ移動～10:00＊＊＊＊＊到着  

1 1 ｾｯﾄ目 10:00 テスト飛行 空荷 ルート確認 1 式 0.0 0.0  

2 2 ｾｯﾄ目 10:20 作業用工具 工具類+ﾂｰﾙﾊﾞｯｸ 1 式 26.0 26.0  

3 3 ｾｯﾄ目 10:40 工事資材他 ケーブル等+ﾂｰﾙﾊﾞｯｸ 1 式 26.0 26.0  

4 4 ｾｯﾄ目 11:00 空中線 ３素子八木スカート付き 1 基 20.0 20.0 全長 4ｍ 

5 5 ｾｯﾄ目 11:20 ＊＊装置架 
２＊＊＊＊測局装置+GPS ｱﾝﾃ

ﾅ取付金具（張出型） 
1 台 22.0 22.0 

0.5＊0.3＊0.3 

㎥+GPS ｱﾝﾃﾅ取付

金具 10kg 食事 

2kg 想定 

6 6 ｾｯﾄ目 11:40 太陽電池パネル ５７Ｗ 1 組 28.0 28.0 1＊1＊0.5 ㎥ 

 12:00～12:40 昼休憩  

7 7 ｾｯﾄ目 12:40 蓄電池架台 架台＋配電盤 1 式 23.0 23.0 
太陽光電池配電

盤 3kg 

8 8 ｾｯﾄ目 13:00 蓄電池 ＊＊＊＊+ﾂｰﾙﾊﾞｯｸ 1 セル 23.5 23.5  

9 
充電済 1 ｾ

ｯﾄ目 13:20 蓄電池 ＊＊＊＊+ﾂｰﾙﾊﾞｯｸ 1 セル 23.5 23.5  

10 
充電済 2 ｾ

ｯﾄ目 13:40 蓄電池 ＊＊＊＊+ﾂｰﾙﾊﾞｯｸ 1 セル 23.5 23.5  

11 
充電済 3 ｾ

ｯﾄ目 14:00 蓄電池 ＊＊＊＊+ﾂｰﾙﾊﾞｯｸ 1 セル 23.5 23.5  

12 
充電済 4 ｾ

ｯﾄ目 14:20 蓄電池 ＊＊＊＊+ﾂｰﾙﾊﾞｯｸ 1 セル 23.5 23.5  

13 
充電済 5 ｾ

ｯﾄ目 14:40 蓄電池 ＊＊＊＊+ﾂｰﾙﾊﾞｯｸ 1 セル 23.5 23.5  

14 - 15:00 予備      

 15:00 輸送完了 15:15＊＊＊＊から移動開始～16:45＊＊＊＊到着予定  

     合計重量   286.0  

 



飛行計画

起点側

終点側

受け渡しエリア

代替ポイント
代替ポイント

巡航高度：100m
巡航速度：15m/s
吊り下げロープ長：10m



～山岳地テレメーター設備更新でのUAV活用検討～

第68回（2024年度）北海道開発技術研究発表会論文

ドローンによる資機材輸送の検討

帯広開発建設部 施設整備課

2025年2月19日発表
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